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のガムランセットは 1979 年にソロより輸送されたもので、スラカルタに 2 つある王家の
うち分家にあたるマンクヌゴロ Mangkunegara 王家、マンクヌゴロ 7 世の異母兄弟であ
る Surya Suwarsa 氏の奥方が所有していた、同王家様式の楽器である。当時すでに製造
後 12，3 年が経過し、音程が安定した良い状態だったそうで、現在製造から 50 年ほど経





　 　 　 　 　











手前側の低い音域がクノン、サロン・ドゥムン Saron Demung と同じであり、ボナンパ








の楽器も多く残っており、近代に低い 1 と高い 2 の音が加えられ、現在は 12 音構成のも
のがほぼ定着したようである。
⑵ 演奏者の座る位置とタボ Tabuh（バチ）の持ち方




















⑴ グンビャン gembyang (オクターブ)奏法  　
A  ランチャラン Lancaran 形式 1、イラマ・ランチャル Irama Lancar 2 のグンビャン奏法
＜例＞ 
　1 ゴトロ gatra3 ごとにセレ seleh4 の音を叩く。適度に消音する。






　Ayak-ayakan では、太鼓クンダン Kendhang の誘導によりイラマ Ⅰ を経過してすぐにイ
ラマ Ⅱ に移行する場合は、イラマ Ⅰ からミピル奏法（後項参照）を採用する。
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⑵ ミピル mipil 奏法
　ミピル奏法は「歩く」意の pipil が語源の奏法である。古典的な楽曲のボナン奏は、イ






A  ミピル・ロンボ lombo 　
＜イラマ Ⅰ の例＞
　音が詰まったバルンガン・ムラク mlaku で使う。イラマ Ⅲ で使う場合もある。ボナン・
バルンは 2323 2121 3535 3232 のようにゴトロを前後半に分けてそれぞれを繰り返すのが
最も基本である。ボナン・パヌルスは 232. 2323 212. 2121 のように演奏してもよい。
　
＜セレの音に向かう奏法　イラマ Ⅰ の例＞
　1、3 拍目に音がないバルンガン・ニバニ nibani の曲をはじめさまざまな曲で使われる。
多くは前のセレを意識しつつ次のセレに向かう慣例パターンで、セレを強調する際にも
使われる。ワヤン伴奏曲 Ayak-ayakan でもイラマ Ⅰ、Ⅱ において使われる。この奏法はセ
レを挟む上下音を使い、音を飛ばして行き来するような動きから、ミピル・ルンパタン










C  ミピル・トゥンガル tunggal 奏法






























のように組み合わせる場合や、 直前のセレから繋げるような  　　　　　　　　　　　　　　













Kraton（本家の王宮）の儀礼舞踊伴奏の際は、この技法は禁止されている [Suraji  2015]。
＜イラマ Ⅱ ミピル奏のグヌアン技法例＞
⑷ インバル imbal とスカラン sekaran の奏法
　大小のボナン奏者が交互に小さいフレーズの構成音を分担して繰り返すインバル奏は、
地方の竹楽器などで盛んに演奏されている技法である。スロカルト（スラカルタのジャワ
語読み）王パク・ブウォノ 10 世（Paku Buwana Ⅹ 在位 1893-1939）の開放的な方針によって、






























　2014 年 ISI Solo の研修の際に課題曲クタワン・スボカストウォ Ktw. Subakastawa sl.9
で使われたアレンジ 9。 


























































　　のゴングは 16 拍周期で、4 拍ごとにクノン、6，10，14 拍目にクンプルが鳴る。
 2　ジャワ語ではイロモといい、ガムラン特有のルールによるテンポの段階のこと。主に
　　5 段階あり、バルンガン 1 拍に対するプキン Peking の打数（1、2、4、8、16 打）によっ
　　て決まる。
 3 　バルンガン 4 拍分の小節単位のこと。
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　　ヤン・クリ Kulit と、人間が登場人物に扮して演じるワヤン・オラン Orang。伴奏曲
　　群は共通である。




　　アン技法を使い始めたのは、そのような RRI Solo の演奏家達であり、それが電波に





 9 　[樋口・木村  2015 : 5] 参照。
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　We at Tokyo College of Music offer Surakarta (Solo) style Gamelan classes and open courses. 
Surakarta is a city located in the Central Java, Indonesia. Central Javanese Gamelan is a unique 
ensemble, in which each instrument interacts with each other. The musical instrument Bonang (Bonang 
Barung and Bonang Panerus) is played from the basic level, and its playing techniques are relatively 
complex. I have summarized the basic playing techniques for the Bonang in general for people 
who learn Gamelan at our College. I have also included a report on the ‘Situation surrounding and 
examination of the Bonang in Solo’, which provides interesting topics obtained through investigation 
and interviews, and examination of them in the latter part of the essay.
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